
伊
予
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
会
員

相
互
の
親
睦
と
連
携
を
密
に
し
て
、
女

性
の
地
位
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
伊

予
商
工
会
議
所
の
組
織
活
動
に
も
積
極

的
に
協
力
し
、
ま
た
、
青
年
部
と
も
協

力
し
な
が
ら
、
地
域
商
工
業
の
振
興
発

展
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

↓

（
全
国
で
４
０
２
女
性
会
）

四
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

↓

（
四
国
で
２
７
女
性
会
）

愛
媛
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

（
愛
媛
県
下
９
女
性
会
）

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
女
性
会
員

の
皆
さ
ん
と
も
繋
が
り
を
も
ち
な
が
ら
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

【発 行 者】

伊予商工会議所女性会

会長 山﨑 由紀子

国
会
見
学
と

東

京

下

町

視

察

研

修

【
会
長

山
﨑

由
紀
子
】

秋
晴
れ
の

月

日(

金)

、
伊
予
商

10
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工
会
議
所
女
性
会
は
、
国
会
見
学
と
東

京
下
町
へ
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。松

山
空
港
か
ら
始
発
便
に
搭
乗
し
て
、

今
話
題
の
築
地
市
場
に
直
行
で
す
。

朝
、

時
半
の
予
約
時
間
に
遅
れ
て

10

し
ま
い
、
仲
卸
商
直
営
の
「
岩
佐
寿
司
」

は
長
蛇
の
列
・
・
・
外
国
か
ら
の
観
光

客
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

ま
た
店
内
に
は
、
山
下
清
画
伯
の
絵

が
た
く
さ
ん
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

狭
い
席
で
、
肩
を
寄
せ
譲
り
合
っ
て

い
た
だ
い
た
そ
の
味
は
最
高
で
、
幸
せ

な
築
地
市
場
で
の
寿
司
体
験
か
ら
視
察

研
修
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

築
地
市
場
は
、
も
の
す
ご
い
人
の
波

で
、
大
勢
の
海
外
の
観
光
客
で
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
な
の
か
と
思
わ
ず
辺

り
を
見
回
し
、
呼
び
込
み
の
声
と
看
板

の
文
字
で
確
認
し
た
ほ
ど
で
す
。

築
地
に
は
、
テ
リ
ー

伊
藤
さ
ん
の
実
家
の

玉

子

焼

き

屋

さ

ん

「
つ
き
じ

丸
武
」
も

あ
り
、
行
列
の
で
き
る

お
店
で
す
。

築
地
見
学
の
話
の

ネ
タ
に
と
、
お
土
産
に
持
ち
帰
る

と
、
や
は
り
大
う
け
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
波
除
神
社
に
参
拝
し
ま

し
た
。
海
老
塚
や
貝
塚
、
玉
子
塚
ま
で

あ
り
、
さ
す
が
都
民
の
台
所
を
賄
う
築

地
の
神
社
で
す
。

ま
た
、
こ
の
界
隈
は
「
吉
野
家
」
発

祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
中
村
勘
三
郎
の
葬
儀
が

行
わ
れ
、
震
災
の
時
に
多
く
の
避
難
者

を
受
け
入
れ
た
築
地
本
願
寺
に
も
立
ち

寄
り
ま
し
た
。
古
代
イ
ン
ド
様
式
の
独

特
な
景
色
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
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築
地
本
願
寺
で
「
ハ
イ
、
ポ
ー
ズ
」

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
来
た
若
い
女
性
が

撮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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さ
て
、
い
よ
い
よ
こ
の
度
の
最
重
要

目
的
で
あ
る
【
国
会
見
学
】
で
す
。

霞
が
関
か
ら
国
会
議
事
堂
ま
で
歩
き
、

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
入
口
に
到
着
し

ま
し
た
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
完
璧
さ
に
、
や
は

り
こ
こ
は
国
権
の
最
高
機
関
な
の
だ
と

納
得
で
す
。

国
会
議
事
堂
は
巨
大
で
、
要
所
を
見

学
す
る
だ
け
で
も
１
時
間
が
す
ぐ
に
経

過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
つ
も
テ
レ
ビ
中
継
で
見
る
赤
じ
ゅ

う
た
ん
は
、
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ

て
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
厚
生
労
働
委
員
会
が
傍

聴
で
き
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
の
答
弁

を
間
近
に
見
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
保
育
園
児
待
機
問
題
に

つ
い
て
の
質
疑
に
対
す
る
答
弁
だ
っ
た

の
で
、
私
た
ち
女
性
会
員
も
、
働
く
母

親
の
立
場
で
関
心
を
持
っ
て
拝
聴
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
国
会
か
ら
環
境
省
へ
移
動

し
て
、
宇
和
島
市
出
身
の
山
本
環
境
大

臣
の
大
臣
室
に
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

山
本
大
臣
の
奥
さ
ま
で
、
宇
和
島
女

性
会
の
山
本
会
長
さ
ん
に
今
回
の
見
学

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

全
員
が
大
感
謝
で
す
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
毎
日
見
て
い
る
場

所
に
実
際
に
立
ち
会
う
経
験
を
得
て
、

政
治
が
よ
り
身
近
に
な
っ
た
実
感
が
あ

り
ま
す
。

国
会
議
事
堂
は
、
想
像
以
上
に
重
厚

で
立
派
な
建
物
で
し
た
。
日
本
の
行
方
、

未
来
を
担
う
国
会
議
員
の
皆
様
の
健
闘

を
強
く
願
い
ま
す
。

商
工
会
議
所
女
性
会
の
使
命
は
、
住

ん
で
い
る
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
、

商
店
街
の
活
性
化
で
す
。

そ
こ
で
、
東
京
の
元
気
な
下
町
、
谷

中
・
根
岸
・
千
駄
木
へ
見
学
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

愛
媛
が
誇
る
俳
人
、
正
岡
子
規
が
、

そ
の
生
涯
を
終
え
た
「
子
規
庵
」
や
、

そ
の
近
く
に
あ
る
、
正
岡
子
規
の
友
人

で
、
夏
目
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

の
挿
絵
を
書
い
た
中
村
不
折
の
「
書
道

博
物
館
」
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
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紳
士
で
、
気
さ
く
な
山
本
大
臣

ス
テ
キ
で
す
❤

奥
さ
ま
の
宇
和
島
女
性
会
会
長
と

台
東
区
に
あ
る
「
書
道
博
物
館
」
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画
家
で
あ
り
、
書
家
で
も
あ
る
中
村

不
折
の
有
名
な
「
龍
眠
帖
」
が
掲
載
さ

れ
た
本
も
購
入
し
ま
し
た
。

「
龍
眠
帖
」
は
、
中
村
不
折
が
群
馬

県
の
磯
部
温
泉
で
休
養
し
て
い
た
際
に

書
か
れ
た
作
品
を
河
東
碧
梧
桐
（
か
わ

ひ
が
し
へ
き
ご
と
う
）
の
す
す
め
に
よ

り
刊
行
し
た
も
の
で
す
。
中
国
南
北
朝

時
代
（
５
～
６
世
紀
）
の
書
を
学
ん
だ

も
の
で
、
不
折
流
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

「
龍
眠
帖
」
は
不
折
の
代
表
作
と
し

て
大
き
な
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
根
岸
か
ら
徒
歩
で
、
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
が
見
え
る
谷
中
に
到
着
。

何
、
コ
レ
？
今
日
は
祭
り

と
思
う

?!

ほ
ど
の
人
混
み
で
、
下
町
商
店
街
の
賑

わ
い
極
ま
れ
る
場
所
で
す
。

「
夕
焼
け
だ
ん
だ
ん
」
と
呼
ば
れ
る

石
段
か
ら
谷
中
銀
座
を
見
渡
し
な
が
ら
、

懐
か
し
い
雰
囲
気
の
す
る
商
店
街
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
千
駄
木
に
あ
る
伊
予
市

出
身
の
中
川
優
さ
ん
の
お
店
「
天
外
天
」

で
ラ
ン
チ
を
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
訪
問
す
る
前
日
に
、
加
戸

前
知
事
が
来
店
さ
れ
た
そ
う
で
、
伊
予

市
か
ら
届
い
た
食
材
の
料
理
を
大
変
に

喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

中
川
シ
ェ
フ
が
、
忙
し
い
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
な
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
ご
挨
拶
に
も

い
ら
し
て
下
さ
り
、
頑
張
っ
て
い
る
同

郷
の
方
の
お
店
が
あ
る
の
は
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。

ま
た
、
伊
予
商
工
会
議
所
女
性
会
で

は
、
「
天
外
天
」
の
レ
シ
ピ
で
杏
仁
豆
腐

を
作
り
、
伊
予
彩
ま
つ
り
の
「
郡
中
レ

ト
ロ
カ
フ
ェ
＆
バ
ザ
ー
ル
」
で
販
売
し
、

活
動
資
金
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

「
天
外
天
」
の
中
川
シ
ェ
フ
と
一
緒
に

心
が
元
気
に
な
る
場
所
。

正
岡
子
規
旧
居
、
根
岸
・
子
規
庵

「
谷
中
ぎ
ん
ざ
」
で
～
す
！
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天
外
天
の
皆
さ
ん
、
中
川
シ
ェ
フ
、

美
味
し
い
食
事
と
お
も
て
な
し
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

研
修
最
後
の
見
学
場
所
は
、
ア
ト
レ

恵
比
寿
西
館
８
階
に
あ
る
「
ア
ト
レ
空

中
花
園
」
で
す
。

「
情
熱
大
陸
」
で
見
た
プ
ラ
ン
ト
ハ

ン
タ
ー
西
畠
清
順
さ
ん
の
仕
事
を
見
た

く
て
企
画
し
ま
し
た
。

若
者
の
新
し
い
発
想
が
面
白
く
、
木

の
幹
に
掘
ら
れ
た
木
彫
り
の
「
ゑ
び
す

天
」
は
最
高
で
し
た
。

こ
の
度
の
旅
行
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

刺
激
が
あ
り
、
何
か
と
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
複
雑
な
地
下
鉄
の
乗
り
換
え
、

乗
り
継
ぎ
で
、
脳
が
活
性
化
し
た
気
が

し
ま
す
。
い
っ
ぱ
い
歩
き
ま
し
た
。

ア
ト
レ
空
中
花
園
の
「
ゑ
び
す
天
」
さ
ま

見
ぃ
～
つ
け
た
！

【
西
畠
清
順
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

１
９
８
０
年

生
ま
れ
。

幕
末
よ
り
１
５
０
年
続
く
花
と
植
木
の

卸
問
屋
の
五
代
目
。

日
本
全
国
・
世
界
数
十
カ
国
を
旅
し
、

収
集
し
て
い
る
植
物
は
数
千
種
類
。

日
々
集
め
る
植
物
素
材
で
、
国
内
は
も

と
よ
り
海
外
か
ら
の
依
頼
も
含
め
年
間

２
０
０
０
件
も
の
案
件
に
応
え
て
い
る
。

２
０
１
２
年
、
ひ
と
の
心
に
植
物
を
植

え
る
活
動
”
そ
ら
植
物
園
”

を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
植
物
を
用
い
た
い
ろ
い
ろ
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
多
数
の
企
業
・
団
体

な
ど
と
各
地
で
展
開
、
反
響
を
呼
ん
で

い
る
。

「
ア
ト
レ
空
中
花
園
」


